










要約:法医学における乳幼児突然死症候群(SIDS)の実態を把握するために、日本法医学会

課題調査委員会による法医鑑定例概要を資料として、1987 年から 1990 年までに全国の大

学医学部および医科大学法医学教室で解剖(承諾・篤志解剖、司法解剖)され、SIDS と診

断された 128 例について統計的に考察した。併せて、1980 年から 1991 年までに東京都監

察医務院で行政解剖され、SIDS と診断された 138 例についても比較検討した。SIDS は、

いずれの機関においてもほぼ年々増加していることを認めた。


